
文
は
人
な
り
、
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
文
が
作

ら
れ
た
情
況
を
も
よ
く

表
し
ま
す
。
▼
森
友
問

題
の
決
済
さ
れ
た
公
文

書
が
、
改
ざ
ん
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
一
般
の
公
文
書
に
は

書
か
れ
な
い
文
章
・
部
分
が
削
除

改
ざ
ん
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
書
い

た
近
畿
財
務
局
の
担
当
者
は
、
国

有
地
の
売
却
の
特
例
さ
を
、
自
分

の
責
任
を
回
避
す
る
ア
リ
バ
イ
と

し
て
意
識
的
に
書
い
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
し
た
。
▼
文
科
省

が
、
前
文
科
事
務
次
官
の
前
川
さ

ん
の
講
演
を
名
古
屋
市
教
委
に
調

査
と
称
し
て
、
慇
懃
無
礼
の
文
章

を
２
回
も
送
り
つ
け
、
回
答
を
求

め
た
文
章
も
、
特
例
を
意
識
し
た

文
章
で
し
た
。
自
民
党
の
安
倍
派

の
２
人
の
国
会
議
員
の
圧
力
に
屈

し
た
こ
と
、
国
家
権
力
の
介
入
を

隠
す
た
め
に
、
品
位
の
な
い
「
ご

教
示
下
さ
い
。
」
調
の
文
章
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
▼
前
者
は
、
安
倍

首
相
夫
妻
の
関
わ
り
を
特
例
と
す

る
国
有
地
売
却
問
題
で
あ
り
、
後

者
は
、
安
倍
首
相
の
お
友
達
の
加

計
学
園
獣
医
学
部
の
認
可
に
関
わ

り
、
内
部
告
発
し
た
前
事
務
次
官

の
講
演
で
し
た
。
全
体
の
奉
仕
者

で
あ
る
公
務
員
を
、
国
民
へ
の
目

線
か
ら
権
力
へ
の
目
線
に
変
え
さ

せ
て
い
る
、
安
倍
一
強
政
権
の
反

国
民
性
が
よ
く
現
れ
て
い
ま
す
。

（
勝
谷

鐵
幸

記
）

仲間づくり

(3月30日現在)

２０６名

県
本
部
の
第
29
回
定
期
大
会
は
、

３
月
23
日
伊
勢
市
い
せ
ト
ピ
ア
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

支
部
か
ら
は
、
代
議
員
10
人
、

役
員
４
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
開

会
行
事
の
後
、
議
事
に
入
り
、
経

過
報
告
、
決
算
報
告
、
会
計
監
査

報
告
、
役
員
選
挙
が
あ
り
ま
し
た
。

仲
間
づ
く
り
、
年
金
引
き
下
げ
違

憲
裁
判
、
女
性
部
の
活
動
、
連
帯

共
同
の
活
動
、
共
済
活
動
、
日
本

高
齢
者
大
会
中
止
に
伴
う
払
い
戻

し
、
な
ど
の
報
告
が
中
心
で
し
た
。

午
後
の
冒
頭
、
経
過
報
告
に
対

す
る
質
疑
討
論
が
あ
り
、
鈴
鹿
支

部
か
ら
、
中
川
一
春
代
議
員
が
、

仲
間
づ
く
り
の
取
り
組
み
、
介
護

問
題
に
つ
い
て
発
言
し
、
続
い
て

矢
板
橋
充
子
代
議
員
が
、
支
部
女

性
部
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し

た
。方

針
、
予
算
、
質
疑
討
論
、
特

別
決
議
２
本
「
世
界
の
宝
日
本
国

憲
法
を
守
り
ぬ
く
運
動
」
「
戦
争

法
廃
止
、
格
差
の
是
正
と
生
活
向

上
を
求
め
、
強
権
腐
敗
の
安
倍
内

閣
退
陣
を
求
め
る
決
議
」
、
役
員

選
挙
結
果
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
長
に
引
き
続
き
辻
井
良
和

さ
ん
、
執
行
委
員
に
桑
原
篤
さ
ん
、

勝
谷
鐵
幸
、
女
性
部
長
に
辻
井
豊

子
さ
ん
、
会
計
監
査
に
中
川
一
春

さ
ん
（
初
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

活
動
の
課
題
と
し
て
は
、
仲
間

づ
く
り
の
推
進
、
県
独
自
活
動
に

取
り
組
む
費
用
の
不
足
、
年
金
引

き
下
げ
違
憲
裁
判
の
財
政
、
県
民

の
理
解
と
支
援
、
協
力
の
手
だ
て
、

役
員
の
若
返
り
な
ど
を
感
じ
ま
し

た
。

（
勝
谷

鐵
幸

記
）
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辻
井
さ
ん
委
員
長
続
投

鈴
鹿
亀
山
広
域
連
合
議
会

請
願
審
議

請
願
否
決
も
引
き
上
げ
縮
減

２
０
１
８
第
29
回
県
本
部
定
期
大
会

挨
拶
す
る
辻
井
委
員
長

円
内

発
言
し
た

左

中
川
さ
ん

右

矢
板
橋
さ
ん

写
真
提
供

勝
谷

鐵
幸

右服部議員 左橋詰議員 写真提供 勝谷

新しい仲間を
紹介します

谷川 節子さん
（石薬師町）

鈴
亀
地
区
広
域
連
合
定
例
議
会

が
、
３
月
29
日
に
行
わ
れ
、
第
７

期
事
業
計
画
の
予
算
、
鈴
鹿
支
部

提
出
の
「
保
険
料
基
準
額
の
引
き

下
げ
を
求
め
る
請
願
」
な
ど
が
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
橋
詰
議
員
（
日
本
共
産

党
）
が
「
請
願
」
の
審
議
を
「
予

算
」
の
採
決
前
に
審
議
せ
よ
、
と

の
も
っ
と
も
な
動
議
を
出
し
ま
し

た
が
、
可
否
同
数
、
議
長
裁
決
が

否
で
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

亀
山
の
服
部
孝
規
議
員
（
日
本

共
産
党
）
が
的
を
射
た
質
問
を
し
、

橋
詰
議
員
が
「
厚
労
省
が
前
期
事

業
で
余
っ
た
金
は
基
金
と
し
て
残

さ
ず
次
期
事
業
で
費
消
が
可
」
と

言
っ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
、
保
険

料
の
引
き
下
げ
を
求
め
ま
し
た
。

反
対
２
（
服
部
・
橋
詰
議
員
）

で
、
引
き
下
げ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
基
準
額
の
当
初
案

（
基
金
《
13
億
円
余
》
よ
り
５
億

円
取
り
崩
し
１
２
１
８
円
の
引
き

上
げ
）
を
、
基
金
よ
り
７
億
円
切

り
崩
し
１
０
９
０
円
の
引
き
上
げ

に
縮
減
さ
れ
ま
し
た
。

（
勝
谷

鐵
幸

記
）
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「
神
戸
の
寝
釈
迦
」
初
日
の
土

曜
日
で
し
た
の
で
、
混
雑
が
予
想

さ
れ
心
配
し
ま
し
た
が
、
ジ
ェ
フ

リ
ー
の
配
慮
で
順
調
に
終
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

一
年
ぶ
り
に
お
逢
い
す
る
方
、

初
め
て
の
方
な
ど
13
人
で
１
４
５

キ
ロ
を
仕
込
み
、
秋
を
待
つ
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

年
々
体
力
が
無
く
な
り
ま
す
。

あ
～
ァ
え
ら
か
っ
た
！
。
一
日
の

運
動
を
一
時
間
の
作
業
で
達
成
！
。

な
ど
と
言
い
た
い
こ
と
を
言
い
合

い
、
差
し
入
れ
の
ぜ
ん
ざ
い
や
コ
ー

ヒ
ー
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
に
大

喜
び
。
作
っ
た
10
キ
ロ
の
お
味
噌

も
、
わ
が
物
と
思
え
ば
軽
し
傘
の

…
の
喩
え
で
、
ま
た
来
年
も
の
言

葉
を
交
わ
し
な
が
ら
家
路
を
急
ぐ

皆
さ
ん
で
し
た
。

受
付
、
集
金
、
写
真
を
、
宮
崎

ヨ
シ
子
さ
ん
に
お
願
い
し
来
て
頂

き
ま
し
た
。

返
送
さ
れ
た
分
だ
け
で
会
報
誌
を

作
る
、
一
人
暮
ら
し
の
会
員
さ
ん

宅
を
訪
問
す
る
、
地
域
の
い
き
い

き
サ
ロ
ソ
に
参
加
し
年
金
組
合
へ

の
誘
い
を
す
る
、
落
語
会
を
開
き

加
入
、
等
々
が
印
象
的
で
し
た
。

ま
た
、
多
く
の
支
部
が
役
員
に

な
る
人
が
い
な
い
の
が
悩
み
と
発

言
さ
れ
ま
し
た
。

重
税
反
対
行
動
パ
レ
ー
ド

写
真
提
供

勝
谷

鐵
幸

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
交
流
会
が

３
月
20
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
分
散
会
に
だ
け
参

加
し
、
各
支
部
の
活
動
報
告
等
が

さ
れ
、
そ
の
中
で｢

全
労
連
共
済｣

の
他
保
険
よ
り
も
お
得
情
報
を
宣

伝
す
る
こ
と
で
加
入
に
つ
な
が
っ

た
支
部
、
誕
生
会
は
無
い
が
誕
生

日
に
手
紙
を
送
り
、
そ
の
方
か
ら

１
４
５

仕
込
み
秋
を
待
つ

女
性
部

み
そ
作
り

支
部
活
動
多
種
多
様

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
交
流
集
会

「
請
願
書
」２
７
７
枚

３
・13
重
税
反
対
鈴
亀
集
会

パ
レ
ー
ド

表
題
の
集
会
・
パ
レ
ー
ド
が
、

鈴
鹿
民
商
と
鈴
鹿
年
金
者
組
合
の

共
催
で
、
３
月
12
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
挨
拶
の
後
、
改
憲
Ｎ
Ｏ
！

統
一
署
名
を
推
進
し
よ
う
を
主
旨

の
映
画
が
上
映
さ
れ
、
景
品
く
じ

引
き
、
シ
ュ
ピ
レ
ヒ
コ
ー
ル
の
練

習
の
あ
と
、
税
務
署
ま
で
の
パ
レ
ー

ド
に
移
り
、
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
、
消
費

税
10
％
に
引
き
上
げ
反
対
、
年
金

引
き
下
げ
る
な
、
等
を
市
民
に
訴

え
ま
し
た
。

支
部
参
加
者
８
人
が
税
務
署
の

総
務
課
長
に
、
「
請
願
書
」
２
７

７
枚
を
託
し
ま
し
た
。

澤
井

順
子

先
々
続
く
介
護
へ
の
不
安

た
ん
ぽ
ぽ
家
族
の
集
い
を
開
催

３
月
８
日
た
ん
ぽ
ぽ
会
議
室
に

お
い
て
、
初
め
て
の
３
名
の
御
家

族
様
と
懇
談
を
し
ま
し
た
。
当
日

は
３
名
と
少
数
で
し
た
が
、
日
頃

の
悩
み
や
苦
労
、
ま
た
施
設
に
対

す
る
要
望
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

共
通
し
て
い
る
の
は
、
そ
れ
ぞ

れ
認
知
症
が
あ
り
、
要
介
護
１
で
、

本
人
さ
ん
達
は
比
較
的
体
は
元
気

の
方
々
で
で
す
。
介
護
さ
れ
て
い

て
、
い
ろ
い
ろ
の
介
護
の
や
り
方
、

ま
た
家
族
の
皆
さ
ん
に
情
報
が
入
っ

て
く
る
の
が
少
な
い
こ
と
や
、
自

宅
介
護
で
自
分
の
時
間
が
と
れ
な

い
。
又
あ
る
方
は
夫
人
の
介
護
で

自
分
は
ゆ
っ
く
り
眠
れ
な
い
。
介

護
す
る
夫
さ
ん
の
体
が
ま
い
り
そ

う
と
話
さ
れ
る
。
ま
た
別
夫
人
は
、

夫
さ
ん
と
畑
へ
行
く
と
他
家
の
野

菜
を
失
敬
し
て
き
た
り
と
、
近
所

の
人
々
に
は
夫
が
認
知
症
で
あ
る

こ
と
を
知
っ
て
貰
っ
て
い
る
の
で

隣
の
人
は
笑
っ
て
ま
た
や
ら
れ
た

と
言
っ
て
く
れ
る
の
で
、
救
わ
れ

る
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

３
名
の
方
々
共
通
し
て
話
さ
れ

る
の
は
、
先
々
続
く
介
護
へ
の
不

安
で
し
た
。
財
政
的
な
悩
み
も
話

さ
れ
ま
し
た
。
各
部
署
の
管
理
職

か
ら
は
、
丁
寧
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
、

要
望
に
耳
を
傾
け
て
答
え
て
い
ま

し
た
。
た
ん
ぽ
ぽ
の
改
善
に
つ
な

げ
て
い
く
よ
う
に
し
ま
す
。
特
に

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
送
迎
の
時
間
に

つ
い
て
は
、
第
一
の
要
望
と
し
て
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
管
理
者
も
改
善

を
約
束
し
て
お
り
ま
し
た
。

第
二
回
の
集
い
も
ぜ
ひ
取
り
組

み
、
た
ん
ぽ
ぽ
の
よ
り
よ
い
介
護

を
目
指
し
ま
す
。

中
川

一
春

辻
井

豊
子

キ

ロ

みその仕込み 写真提供 宮﨑 ヨシ子

２
０
１
８
支
部
定
期
総
会

４
月
27
日
（
金
）
午
後

於

ジ
ェ
フ
リ
ー
す
ず
か

受
付

12
時
30
分
～

開
会

13
時
～

お
茶
タ
イ
ム

14
時
30
分
～
14
時
45
分

終
了

16
時

欠
席
者
は
必
ず
「
委
任
状
」
を
出
し
て
下
さ
い
。
当
日
「
議
案
書
」
を
忘
れ
ず
お
持
ち
下
さ
い
。
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賛
同
１
０
６
団
体
、
12
個
人
賛
同
、

３
カ
ン
パ
が
寄
せ
ら
れ
、
表
題
の

集
会
・
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
午
前
中
か
ら
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
フ
ー
ド
コ
ー

ト
が
催
さ
れ
、
14
時
か
ら
最
初
の

宇
宙
飛
行
士
秋
山
豊
寛
さ
ん
の
メ

イ
ン
講
演
、
参
加
者
が
プ
ラ
カ
ー

ド
を
空
に
向
け
、
上
空
の
ド
ロ
ー

ン
に
よ
る
撮
影
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
中
電
前
を
通
り
市
役
所

ま
で
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

秋
山
豊
寛
さ
ん
は
、
東
日
本
大

震
災
で
東
電
の
過
酷
事
故
に
よ
り

被
曝
さ
れ
、
放
射
能
飛
散
の
濃
い

３
月
11
日
に
、
津
球
場
公
園
で
、

２
０
１
８
年
国
際
女
性
デ
ー
三

重
県
集
会
が
３
月
３
日
に
行
わ
れ
、

二
宮
厚
美
さ
ん
（
神
戸
大
学
名
誉

教
授
）
の
講
演
を
聞
き
ま
し
た
。

講
演
は
、
「
安
倍
さ
ん
の
ね
ら

い
は
な
に
？
」
と
い
う
も
の
で
し

た
。
冒
頭
か
ら
、
安
倍
政
権
を

「
終
末
期
」
と
と
ら
え
て
の
話
は

痛
快
で
し
た
。
安
倍
政
権
は
、
今

国
会
で
改
憲
の
発
議
を
し
、
19
年

に
は
そ
れ
を
国
民
投
票
に
か
け
、

20
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年

に
改
憲
を
果
た
そ
う
と
や
っ
き
に

な
っ
て
い
ま
す
。
彼
の
心
の
内
は
、

自
分
の
在
任
中
に
憲
法
を
変
え
、

首
相
と
し
て
名
を
残
し
た
い
と
い
っ

た
私
利
私
欲
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

連
日
流
さ
れ
て
い
る
Ｔ
Ｖ
報
道

は
、
「
森
友
疑
惑
」
で
す
。
先
の

国
会
で
、
「
私
や
妻
が
こ
の
問
題

に
関
わ
っ
て
い
た
ら
、
首
相
を
や

め
る
」
と
答
弁
し
て
い
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
し
ぶ
と
く
首
相
の
座

に
し
が
み
つ
い
て
、
佐
川
国
税
庁

長
官
に
全
責
任
を
負
わ
し
て､

事

を
す
ま
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、

言
語
道
断
で
す
。
言
っ
た
か
ら
に

は
、
責
任
を
と
る
べ
き
で
す
。
今
、

私
達
市
民
が
改
憲
反
対
の
声
を
上

げ
る
秋
だ
と
思
い
ま
す
。

と

き

地
球
は
本
当
に
青
か
っ
た

３
・11
さ
よ
な
ら
原
発
三
重
パ
レ
ー
ド

安
倍
改
憲
は
私
利
私
欲

国
際
女
性
デ
ー

講
演

萩
森

美
知
子

３
月
８
日
世
界
的
に
有
名
な
鎌

田
實
先
生
の
講
演
が
け
や
き
ホ
ー

ル
で
あ
り
、
女
性
部
か
ら
11
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
当
日
の
会
場
は

大
盛
況
で
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
、
充
実
し
た
２
時

間
で
し
た
。

鎌
田
先
生
は
、
「
地
域
包
括
ケ

ア
」
を
実
践
し
、
脳
卒
中
の
死
亡

率
の
高
か
っ
た
長
野
県
を
長
寿
日

本
一
に
導
き
、
医
療
費
の
削
減
に

も
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
講
演
の
中

で
「
マ
グ
ネ
ッ
ト
医
療
」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
。
良
い
人
の
所

に
は
色
々
な
い
い
人
が
た
く
さ
ん

集
ま
り
、
さ
ら
に
よ
り
良
い
人
間

関
係
の
構
築
が
出
来
る
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
世
代
間
の
交
流
を
持
ち
、

支
え
合
う
こ
と
で
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

自
己
決
定
能
力
が
弱
い
と
言
わ

れ
る
日
本
人
で
す
が
、
自
分
の
人

福
島
か
ら
、
２
０
１
７
年
４
月
よ

り
三
重
県
大
台
町
に
移
住
さ
れ
て

い
ま
す
。

地
球
は
本
当
に
青
か
っ
た
。
原

発
は
原
爆
と
同
じ
で
、
日
本
列
島

は
地
震
・
火
山
の
活
動
期
。
い
つ

ど
こ
で
原
発
事
故
が
起
き
て
も
お

か
し
く
な
い
。
安
全
な
場
所
と
し

て
「
原
発
か
ら
遠
い
紀
伊
半
島
」

に
目
を
と
め
た
。
浜
岡
原
発
（
静

岡
）
は
運
転
停
止
中
で
、
一
番
近

い
原
発
が
あ
る
若
狭
湾
か
ら
１
５

０
キ
ロ
離
れ
て
い
る
、
原
発
の
再

稼
働
、
輸
出
は
止
め
て
、
即
時
廃

炉
す
べ
き
で
あ
る
、
な
ど
、
熱
く

述
べ
ま
し
た
。

（
勝
谷

鐵
幸

記
）

99
％
は
自
分
、
１
％
は
誰
か
の
た
め
に
生
き
る

と

き

生
を
あ
い
ま
い
に
す
る
こ
と
な
く
、

人
任
せ
に
す
る
こ
と
な
く
、
自
分

の
最
後
は
自
分
で
決
め
、
最
後
に
、

生
き
て
い
て
良
か
っ
た
と
一
瞬
で

も
思
え
る
よ
う
な
人
生
に
と
も
、

話
さ
れ
ま
し
た
。
99
％
は
自
分
の

た
め
に
生
き
、
１
％
は
誰
か
の
た

め
に
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
、
そ

し
て
、
大
人
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も

が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に

お
い
て
生
き
る
こ
と
を
、
心
が
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
健
康
に
生
き
る
た
め
の

５
か
条
と
し
て
、
①
野
菜
の
摂
取
、

②
タ
ン
パ
ク
質
の
摂
取
、
③
ス
ク

ワ
ッ
ト
10
回
、
④
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

30
分
、
⑤
美
し
く
生
き
る
、
と
い

う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
「
貯
金
よ

り
貯
筋
」
と
言
う
こ
と
で
健
康
作

り
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
ま
す

が
、
日
常
の
行
動
を
変
え
る
こ
と

が
大
切
だ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

私
も
地
域
で
ス
ケ
ア
ス
テ
ッ
プ

を
開
き
、
す
で
に
４
年
目
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
今

年
平
成
30
年
４
月
か
ら
は
、
地
域

住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
活

動
主
体
と
な
り
、
地
域
の
65
歳
以

上
の
高
齢
者
及
び
住
民
の
交
流
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
ふ
れ
あ

い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
（
鈴
鹿
市
介

護
予
防
啓
発
事
業
）
を
立
ち
上
げ

ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
、
認
知
予

防
、
転
倒
防
止
、
体
力
向
上
に
さ

ら
に
力
を
入
れ
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

田
中

美
代
子

講演する秋山豊寛さん 写真提供 勝谷 鐵幸



ま
す
。
全
国
に
七
体
あ
る
国
宝
十

一
面
観
音
像
の
な
か
で
屈
指
の
作

と
評
さ
れ
る
そ
う
で
す
が
、
戦
国

時
代
の
相
次
ぐ
戦
火
の
な
か
、
地

元
民
が
土
中
に
埋
め
て
こ
の
観
音

様
を
守
っ
た
と
か
。

再
び
電
車
に
乗
っ
た
あ
と
は
、

み
な
さ
ん
う
つ
ら
う
つ
ら
・
・
・
。

史
跡
め
ぐ
り
で
は
参
加
希
望
者
多

数
だ
っ
た
た
め
４
月
７
日
に
も
同

コ
ー
ス
に
行
く
予
定
で
す
。

４
・５
月
予
定

４
月
７
日
（
土
）

琵
琶
湖
１
周

（
向
源
寺
）

４
月

18
日
（
水
）

会
合

13
時

30
分
か
ら
ジ
ェ
フ
リ
ー
す
ず
か
。

５
月
14
日
（
月
）
大
垣
城

５
月

19
日
（
土
）
小
谷
山
登
山

（
山
歩
会
と
共
催
）
。

集
合
時
間
等
詳
細
は
次
回
き
ら
ら

で
ご
案
内
し
ま
す
。

（
谷
口

茂

記
）

３
月

16
日
（
金
）
第

43
回
卓

球
サ
ー
ク
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

10
人
の
参
加
で
し
た
。

い
つ
も
通
り
、
ラ
リ
ー
の
練
習

を
行
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
少
し
上

達
し
て
き
た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
課

題
を
持
っ
て
練
習
し
た
い
な
あ
と

思
い
ま
し
た
。
フ
ォ
ア
ハ
ン
ド
の

打
ち
方
に
も
台
の
上
ぐ
ら
い
前
に

出
て
一
番
高
い
と
こ
ろ
で
打
つ
打

ち
方
と
少
し
後
ろ
に
下
が
り
、
下

か
ら
斜
め
上
へ
こ
す
り
上
げ
る
よ

う
に
打
つ
打
ち
方
と
が
あ
り
ま
す

が
、
ど
ち
ら
も
出
来
る
よ
う
に
な

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
練
習

も
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

３
月

27
日
、
青
春

18
切
符
を

使
っ
て
琵
琶
湖
一
周
の
旅
を
し
ま

し
た
（
12
名
参
加
）
。

ぽ
か
ぽ
か
陽
気
の
こ
の
日
、
車

窓
か
ら
眺
め
る
満
開
の
桜
に
目
を

う
ば
わ
れ
る
よ
う
で
し
た
。

途
中
、
北
陸
本
線
高
月
駅
に
下

車
、
昼
食
の
あ
と
駅
か
ら
数
分
の

と
こ
ろ
に
あ
る
向
源
寺
を
訪
ね
ま

し
た
。
静
か
な
た
た
ず
ま
い
の
な

か
に
あ
る
こ
の
お
寺
に
は
千
二
百

年
以
上
前
に
彫
ら
れ
た
と
さ
れ
る

高
さ
二
メ
ー
ト
ル
の
美
し
い
国
宝

十
一
面
観
音
像
が
安
置
さ
れ
て
い

サ
ー
ク
ル
短
信

向源寺前にて 写真提供 谷口 茂

（４）第２５３号 き ら ら ２０１８．３．３０

予
定
し
て
い
た

22
日
が
雨

天
の
た
め
残
念
な
が
ら
中
止

と
な
り
ま
し
た
。

次
回
は
４
月
18
日
（
水
曜
）

午
前
９
時
か
ら
、
雨
天
時
は

４
月

20
日
（
金
）
に
な
り
ま

す
。
場
所
は
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
で
す
。

（
松
田

二
郎

記
）

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

３
月
は
雨
天
中
止

最
後
に
ダ
ブ
ル
ス
の
試
合
を
行

い
ま
し
た
。
と
て
も
楽
し
い
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

４
月
の
案
内

４
月

20
日
（
金
）
13
時

30
分

～
15
時
30
分
、
白
子
コ
ミ
セ
ン
。

※
持
ち
物
タ
オ
ル
、
お
茶
、
上
靴

※
少
し
で
も
興
味
の
あ
る
方
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
待
っ
て
お

り
ま
す
。

（
桑
原

篤

記
）

卓
球
を
楽
し
も
う

史
跡
め
ぐ
り
の
会

琵
琶
湖
畔
の
国
宝
秘
仏
を

た
ず
ね
る
旅

ち
ょ っ と 勉 強

年金過少支給10万人20億円

昨
年
の
８
月
、
日
本
年
金
機
構
は
該
当
者

約
７
９
５
万
人
に
、
扶
養
控
除
申
告
書
を
送

付
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
扶
養
控
除
申
告
書

を
出
さ
な
か
っ
た
り
、
記
入
ミ
ス
が
あ
っ
て

返
送
さ
れ
た
り
、
大
混
乱
に
お
ち
い
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
今
年
２
月
に
所
得
税
が
増

え
、
年
金
が
減
っ
た
方
が
10
・
４
万
人
、
20

億
円
に
の
ぼ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

当
面
、
扶
養
控
除
申
告
書
は
年
金
事
務
所

に
あ
り
ま
す
の
で
、
日
本
年
金
機
構
に
郵
送

す
る
か
、
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
う

す
れ
ば
、
４
月
以
降
の
年
金
支
給
時
に
精
算

さ
れ
ま
す
。
扶
養
控
除
申
告
書
を
出
さ
な
い

と
、
減
ら
さ
れ
た
年
金
は
戻
っ
て
き
ま
せ
ん
。

12
倍
も
の
源
泉
税
が
徴
収
さ
れ
困
惑
・
困
窮

さ
れ
て
い
る
方
が
い
ま
す
。
年
金
生
活
者
の

死
活
に
か
か
わ
る
問
題
で
す
。

誤
処
理
に
か
か
わ
る
金
額
の
訂
正
・
調
整

を
す
ぐ
行
い
、
４
月
の
支
払
日
を
待
た
ず
に
差

額
分
を
一
日
で
も
早
く
還
付
す
る
こ
と
を
求
め

ま
す
。

今
後
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、

（
１
）
年
金
実
務
業
務
を
外
注
せ
ず
に
、
職
員

が
実
務
処
理
す
る
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
。

（
２
）
業
務
の
検
査
体
制
、
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を

確
立
す
る
こ
と
、
そ
の
た
め
の
人
員
の
確
保

を
す
る
こ
と
。

※
扶
養
親
族
等
申
告
書
を
提
出
す
る
べ
き
該
当

者
は
、
老
齢
年
金
の
受
給
者
の
う
ち
、
年
金
額

が
65
歳
未
満
で
１
０
８
万
円
以
上
、
65
歳
以
上

で
１
５
８
万
円
以
上
の
人
で
、
日
本
年
金
機
構

が
毎
年
送
付
。
所
得
税
の
年
金
天
引
き
額
に
反

映
さ
れ
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
℡
０
１
２
０ｰ

０
５
１ｰ

２
１
７

※
「
年
金
者
し
ん
ぶ
ん
」
３
月
15
日
号
「
抗
議

と
要
望
」
に
よ
る
。

（
勝
谷

鐵
幸

記
）

さ

頭
の

店

参
考
資
料
「
熟
語
、
こ
と
わ
ざ
思
い

出
し
テ
ス
ト
」
（
コ
ス
モ
21
発
行
）

【
問
題
】
漢
字
は
読
み
、
□
に
漢
字
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

鰆

（
魚
偏
に
花
）
白
子
干
し

独
活

韮

蒜

し
だ
れ
ざ
く
ら

で
ん
が
く
つ
く
し

よ
も
ぎ

よ
も
や
ま
ば
な
し

□
□
（
ま
ご
）
に
も

□
□
（
い
し
ょ
う
）

□
□
□
□
し
（
と
う
だ
い
も
と
ぐ
ら
し
）

は
ば

□
（
ひ
ろ
）
い
□
□
（
こ
う
ゆ
う
）
関
係

□
□
（
け
い
や
く
）
を
□
□

（
は
く
し
）
に
戻
す

【
答
え
】
さ
わ
ら

ほ
っ
け

し
ら
す
ぼ
し

う
ど

に
ら

に
ん
に
く

枝
垂
桜

田
楽

土
筆

蓬

四
方
山
話

馬
子

衣
装

灯
台
下
暗

広

交
友

契
約

白
紙

（
太
田

和
美

記
）

花魚



し
た
。

風
も
な
く
暖
か
で
春
の
陽
気
を

思
わ
せ
る
中
、
い
つ
も
な
が
ら
の

賑
や
か
で
楽
し
い
山
行
で
し
た
。

４
月
例
会
の
ご
案
内

４
月
例
会
は
岐
阜
県
可
児
市
の

「
鳩
吹
山
」
で
す
。

難
度
★

脚
力
★

４
月
１
日

（
日
）
、
歩
行
時
間
約
５
時
間

集
合
時
刻
午
前
７
時
、
集
合
場
所

鈴
鹿
市
文
化
会
館
第
三
駐
車
場
。

出
欠
連
絡
先
：
岡
本
美
千
子
、
前

田
純
、
次
回
の
登
山
は
４
月
９
日

神
戸
の
摩
耶
山
で
す
。
集
合
は
5

時
、
鈴
鹿
市
文
化
会
館
で
す
。

（
前
田

純

記
）

３
月
は
、
３
月
14
日
と
、
28
日

で
し
た
。

４
月
は
、
４
月
11
日
と
25
日
、

い
ぜ
れ
も

10
時
～

12
時
、
社
会

福
祉
会
館
２
Ｆ
大
広
間
で
す
。

（
宮
﨑

ヨ
シ
子

記
）

３
月
の
例
会
は
、
１
日
、
14
人

の
出
席
で
し
た
。
今
月
は
新
し
い

参
加
が
１
名
あ
り
ま
し
た
。

内
容
は
、
最
初
に
北
原
白
秋
の

「
五
十
音
」
と
い
う
詩
が
、
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
の
発
声
練
習
に
も
使
わ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
皆
で
読

み
上
げ
ま
し
た
。

後
半
は
、
漢
字
の
ド
リ
ル
と
タ

ン
ザ
ニ
ア
、
コ
ス
タ
リ
カ
と
珍
し

い
国
の
昔
話
を
朗
読
し
ま
し
た
。

次
回
は
、
４
月
５
日
（
木
）
10

時
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
す
ず
か
研
修
室

Ａ
で
す
。

（
太
田

和
美

記
）

南
伊
勢
町
、
３
月
４
日
（
日
）

快
晴
、
参
加
者
10
名
。

７
時
鈴
鹿
を
出
発
、
８
時
30
分

船
越
公
民
館
の
駐
車
場
に
到
着
、

８
時
45
分
出
発
。
民
家
の
脇
の
登

山
口
よ
り
み
か
ん
畑
の
広
が
る
山

の
斜
面
の
舗
装
道
を
進
み
、
み
か

ん
畑
が
終
り
雑
木
林
の
登
山
道
に

な
り
し
ば
ら
く
行
く
と
大
き
さ
が

１
～
２
メ
ー
ト
ル
の
大
き
な
石
が
、

長
さ
が
約
６
０
０
メ
ー
ト
ル
１
列

に
連
な
る
脇
を
通
る
。
こ
の
石

（
神
籠
石
）
は
何
時
、
誰
が
、
何

の
た
め
に
並
べ
た
の
か
は
謎
と
の

こ
と
で
す
。

そ
の
後
、
自
然
林
の
尾
根
道
を

軽
快
に
進
み

10
時

30
分
大
日
如

来
、
不
動
明
王
神
変
大
菩
薩
が
祀

ら
れ
て
い
る
山
頂
に
到
着
。
山
頂

か
ら
の
３
６
０
度
の
眺
望
は
五
ケ

所
湾
が
箱
庭
の
よ
う
に
見
え
素
晴

ら
し
い
景
観
で
す
。
休
憩
後
、
南

方
向
に
稜
線
を
下
り

11
時

20
分

椿
山
に
到
着
、
春
の
穏
や
か
な
湾

を
見
な
が
ら
の
楽
し
い
昼
食
と
な

る
。12

時
下
山
開
始
、
急
な
尾
根
を

慎
重
に
下
り
、
途
中
よ
り
自
然
林

の
中
を
快
調
に
進
み

13
時

15
分

無
事
船
越
公
民
館
駐
車
場
に
帰
着

龍
仙
山

３
月
例
会

山
歩
会

（
４
０
２
ｍ
）
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３
月
は
、
３
月

14
日

13
人
、

28
日
11
人
で
し
た
。

４
月
は
、
４
月
11
日
（
水
）

４
月

25
日
（
水
）
、
い
ず
れ
も

13
時
～
15
時
、
社
福
セ
ン
タ
ー
２

Ｆ
小
会
議
室
，
で
す
。

（
澤
井

順
子

記
）

３
月
15
日
、
８
名
の
参
加
で
行

い
ま
し
た
。

４
月
は
、
19
日
（
木
）
１
時
30

分
～

15
時

30
分
、
笑
っ
て
過
ご

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

（
中
川

美
代
子

記
）

音
読
の
会

サ
ー
ク
ル
短
信

女
性
部
サ
ー
ク
ル

三
月
の
例
会
は
五
日
に
行
い
ま

し
た
。

お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ

み
ん
な
で
唄
う
会

ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ

夢
布
の
会

花
を
め
ぐ
る
会

４
月
７
日
（
土
）
、
伊
勢
市
横

輪
町
の
「
横
輪
桜
ま
つ
り
」
に
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
で
行
き
ま
す
。
「
横

輪
桜
」
は
、
名
の
示
す
通
り
、
全

国
で
横
輪
町
に
の
み
生
え
て
い
る

新
種
の
桜
で
す
。
花
び
ら
も
大
き

く
、
花
色
も
濃
く
、
寄
り
合
っ
て

大
き
な
房
を
作
り
、
豪
華
な
花
を

咲
か
せ
ま
す
。

花
め
ぐ
る
会
は
、
今
回
の
行
事
を

最
後
に
サ
ー
ク
ル
を
閉
じ
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
ま
で
の
ご
協
力
有

り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
係
、
林

和
代

記
）

次
回
は
、
４
月
２
日
（
月
曜
）

午
後
１
時
よ
り
３
時
半
頃
ま
で
、

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ
小
会
議

室
、
会
費

二
〇
〇
円
、
持
ち
物

洋
裁
の
用
意

ハ
サ
ミ
、
モ
ノ
サ

シ
。
お
手
玉
を
作
り
ま
す
。
各
自
、

布
は
お
持
ち
下
さ
い
。

前
回
、
今
回
、
送
迎
し
て
頂
い

た
方
は
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

係
、
佐
藤
晴
衣
（
三
七
八
ー
六
四

三
三
）

映
画
の
会

●
北
の
桜
守

吉
永
小
百
合
主
演

を
見
に
行
き
ま
す
。

４
月

12
日
（
木
）
11
時

25
分
上

映
開
始
、
入
場
料
（
シ
ニ
ア
）
１

０
０
０
円
、
イ
オ
ン
映
画
館
上
映
、

乗
り
合
わ
せ
で
行
き
ま
す
。

●
追
憶

１
１
８
分
、
吹
き
替
え
、

１
９
７
３
年
作
品
。

第
２
次
世
界
大
戦
前
か
ら
、
戦

後
へ
と
生
き
た
女
性
。
あ
こ
が
れ

の
彼
と
結
婚
、
戦
後
米
国
映
画
界

の
「
赤
狩
り
」
彼
は
生
き
残
り
、

彼
女
は
別
離
。
再
会
し
た
時
、
彼

女
は
原
爆
反
対
の
活
動
を
し
て
い

た
…
。

４
月

17
日
（
火
）
１
時

30
分

か
ら
、
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

研

修
室
（
イ
ス
机
）
会
費
百
円
、
久

し
ぶ
り
の
映
画
会
な
の
で
、
ぜ
ん

ざ
い
を
作
り
ま
す
。
お
楽
し
み
に

!!

（
辻
井

豊
子

記
）

３
月
24
日
、
プ
ラ
チ
ナ
の
会
は
、

ジ
ェ
フ
リ
ー
食
の
工
房
に
、
定
員

の
12
人
が
集
ま
り
、
「
プ
ラ
チ
ナ

の
会
」
改
め
、
「
八
十
路
の
会
」

と
み
ん
な
で
改
名
、
歓
び
合
い
ま

し
た
。

80
歳
に
間
の
あ
る
組
合
員
さ
ん

が
、
大
き
な
ブ
ー
ケ
花
束
を
抱
え

て
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し

た
。
彼
女
は
、
雑
用
を
一
手
に
引

き
受
け
、
メ
ン
バ
ー
は
楽
を
さ
せ

て
貰
い
ま
し
た
。

80
代
ら
し
い
、
た
の
し
く
、
ゆ

る
や
か
な
サ
ー
ク
ル
を
め
ざ
し
ま

す
。
お
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。

４
月

28
日
（
土
）
１
時

30
分
か

ら
食
の
工
房
、
５
月
26
日
（
土
）

１
時
30
分
か
ら
食
の
工
房
。

横
尾
キ
ミ

３
８
６
ー
６
３
４
７

大
野
尚
美

３
８
６
ー
８
５
９
４

糸
柳
昿
子

３
８
７
ー
２
６
５
８

辻
井
豊
子

３
８
６
ー
０
５
２
９

八
十
路
の
会
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き
ら
ら
文
芸

藤
井
美
知
子

春
め
い
て
田
ご
と
ト
ラ
ク
タ
全
力
で
早
苗
迎
え
る
土
床
づ
く
り

と

こ

一
気
に
春
つ
く
し
慌
て
て
湧
く
ご
と
く
サ
フ
ァ
イ
ヤ
色
の
い
ぬ
ふ
ぐ
り
ら
も

俳
句

万
作
は
ま
ん
ず
ま
ん
ず
と
咲
き
に
け
り

川
村
米
子

盛
り
土
の
下
に
も
ぐ
ら
の
家
族
住
む

紙
雛
じ
っ
と
見
ら
れ
て
恥
ず
か
し
げ

東
口
正
男

発
掘
の
つ
ぎ
は
ぎ
の
壷
陽
炎
へ
り

一
人
と
は
何
も
音
な
し
蜆
汁

三
林
保
子

も
う
八
十
路
き
ま
ま
な
暮
ら
し
木
瓜
の
花

ぼ

け

自
死
し
た
る
た
ま
し
ひ
哀
し
梅
の
花

山
中
幹
雄

決
意
述
ぶ
声
張
り
上
げ
て
卒
園
す

川
柳

妻
と
俺
関
係
無
し
と
不
審
撒
く

余
志
嘉
壽

改
竄
は
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
纏
ま
ら
ず

ざ

ん

ま

と

わ

た

し

と

憲

法

大
橋

高
庸

た

か

つ

ね

わ
た
し
は
１
９
５
３
年
生
ま
れ
。

わ
た
し
た
ち
が
大
学
に
入
学
し

た
１
９
７
２
年
頃
の
国
立
大
学
の

授
業
料
は
、
月
額
１
０
０
０
円
、

年
間
１
２
０
０
０
円
で
す
。

そ
れ
を
文
部
省
（
当
時
）
は
、

私
た
ち
の
入
学
年
度
の
学
生
か
ら

３
倍
の
月
３
０
０
０
円
に
し
よ
う

と
し
ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
の
学

費
値
上
げ
反
対
運
動
の
た
め
、
前

期
は
断
念
し
た
も
の
の
、
後
期
か

ら
値
上
げ
が
断
行
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

文
部
省
の
口
実
は
、
受
益
者
負

担
と
、
10
年
後
に
は
、
私
立
と
国

立
の
授
業
料
の
格
差
を
２
対
１
に

す
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
し
か

し
、
私
学
へ
の
補
助
金
を
増
や
し
、

格
差
を
縮
め
よ
う
と
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
10
年
後
に
は
国

立
の
授
業
料
を
20
倍
（
24
万
円
）

に
し
て
、
格
差
を
縮
め
よ
う
と
す

る
も
の
で
し
た
。
実
際
、
10
年
後

に
は
国
立
の
授
業
料
は
22
万
円
弱
、

私
立
は
40
万
ぐ
ら
い
で
、
格
差
は

だ
い
た
い
２
対
１
に
な
り
ま
し
た
。

今
、
国
立
大
学
の
授
業
料
は
、
55

万
近
く
で
す
。

日
本
国
憲
法
第

26
条
に
は
、

「
す
べ
て
国
民
は
、
法
律
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
能
力
に

応
じ
て
、
ひ
と
し
く
教
育
を
受
け

る
権
利
を
有
す
る
。
」
と
書
か
れ

て
い
ま
す
が
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

も
と
経
済
格
差
が
広
が
り
そ
れ
が

教
育
格
差
と
な
っ
て
、
経
済
力
の

あ
る
家
庭
の
子
ど
も
し
か
高
等
教

育
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
は
、
断
じ
て
許
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
憲

法
を
変
え
る
の
で
は
な
く
、
憲
法

で
保
障
さ
れ
た
国
民
の
権
利
を
保

障
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
今
求
め
ら

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
た
め
に
も
、
わ
た
し
た

ち
市
民
と
野
党
が
連
帯
し
、
安
倍

内
閣
を
倒
し
憲
法
を
守
る
た
め
に

頑
張
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

お
元
気
で
す
か
組
合
員
訪
問
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

第
152
回

辻
井

良
和
さ
ん

伊
賀
出
身
で
、
伊
賀
市
佐
那

具
町
の
生
ま
れ
で
す
。

太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ
た
年

に
小
学
校
へ
入
り
ま
し
た
。
子

ど
も
心
に
染
み
つ
い
た
の
は
、

戦
争
で
手
柄
を
立
て
た
い
と
い
う

気
持
ち
と
、
ア
メ
リ
カ
の
飛
行
機

の
機
銃
掃
射
は
怖
い
と
い
う
驚
き

で
し
た
。

戦
争
が
終
わ
り
、
中
学
生
に
な
っ

た
と
き
新
し
い
「
日
本
国
憲
法
」

に
出
合
い
ま
し
た
。
こ
の
驚
き
は

今
ま
で
感
じ
た
こ
と
も
な
い
新
し

い
驚
き
で
し
た
。
今
ま
で
天
皇
へ

の
忠
義
を
第
一
と
し
た
考
え
が
、

国
民
一
人
一
人
が
一
番
大
事
と
さ

れ
る
憲
法
は
、
世
界
が
ひ
っ
く
り

返
る
よ
う
な
驚
き
で
し
た
。
辻
井

さ
ん
が
い
つ
も
憲
法
13
条
「
幸
福

追
求
の
権
利
」
を
、
引
用
し
て
熱

く
語
ら
れ
る
の
が
強
く
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。

高
校
を
卒
業
す
る
と
き
す
で
に

親
が
な
か
っ
た
の
で
、
郵
政
職
員

に
な
り
志
摩
に
赴
任
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
労
働
組
合
の
役
員
に
な
り
、

ス
ト
ラ
イ
キ
の
責
任
で
田
中
角
栄

郵
政
大
臣
に
首
を
切
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
豊
子
さ
ん
と
出
会
い
、

結
ば
れ
た
の
も
志
摩
で
し
た
。

鈴
鹿
の
建
設
労
組
に
来
て
書
記

長
に
な
り
、
仲
間
の
暮
ら
し
を
守

る
活
動
に
就
き
ま
し
た
。

そ
の
間
市
議
会
議
員
を
６
期
務

め
、
公
共
の
施
設
を
た
く
さ
ん
創

る
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。
今
、

コ
ミ
セ
ン
や
社
会
福
祉
会
館
を
無

料
で
使
用
で
き
る
の
は
辻
井
さ
ん

の
お
力
に
よ
る
と
こ
ろ
大
で
す
。

辻
井
さ
ん
に
初
め
て
お
会
い
し

た
の
が
、
山
本
和
子
さ
ん
の
男
女

賃
金
差
別
裁
判
闘
争
で
し
た
。
辻

井
さ
ん
は
、
「
支
援
す
る
会
」
の

会
長
と
し
て
、
粘
り
強
く
、
運
動

を
リ
ー
ド
し
て
、
山
本
さ
ん
を
励

ま
し
、
市
長
を
説
得
し
、
最
高
裁

で
勝
利
的
和
解
を
勝
ち
取
り
ま
し

た
。短

歌

そ
の
後
は
、
支
部
、
県
の
年
金

者
組
合
運
動
を
指
導
し
、
大
き
な

成
果
を
挙
げ
て
き
ま
し
た
。
特
に
、

仲
間
づ
く
り
と
、
時
宜
に
か
な
う

「
戦
争
の
記
憶
と
記
録
」
の
刊
行
、

普
及
で
す
。
あ
と
ち
ょ
っ
と
ご
尽

力
下
さ
い
。

昨
年
は
、
脊
柱
管
狭
窄
と
腰
椎

の
ヘ
ル
ニ
ア
を
手
術
し
、
普
通
に

歩
け
る
よ
う
に
な
り
、
も
う
少
し

長
生
き
し
て
、
豊
子
さ
ん
と
旅
を

し
た
い
と
望
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

文

勝
谷

鐵
幸
（
辻
井
さ
ん

の
メ
モ
に
加
筆
し
ま
し
た
。
）

写
真

勝
谷

鐵
幸



（７） 第２５３号 き ら ら ２０１８.３．３０

独りぼっちにならないために
高齢者が独りぼっちにならないで生きていくために、

3つの「かく」ことが大切と言われています。

一つ目は字を書くこと。

二つ目は汗をかくこと。

三つ目は恥をかくこと。

恥ずかしがらずに、どんどん人に聞くこと

が若さに繋がるのではないか。なあーるほど。

――新潟県本部女性部ニュースより――

言
葉
の
力

辻
井

豊
子

俳
優
で
画
家
で
も
あ
る
片
岡
鶴
太
郎
さ

ん
が
、
３
月
１
日
、
朝
日
新
聞
の
夕
刊
で

次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
し
た
。

中
学
三
年
の
と
き
、
担
任
の
先
生
か
ら

「
お
前
は
や
れ
ば
出
来
る
」
と
言
わ
れ
奮

起
し
た
と
。
成
績
は
ク
ラ
ス
で
ビ
リ
か
ら

二
～
三
番
目
だ
っ
た
が
、
一
つ
年
上
の
美

人
と
同
じ
高
校
に
行
き
た
い
と
担
任
に
言
っ

た
ら
、
今
の
お
ま
え
の
成
績
で
は
と
っ
て

も
無
理
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

先
生
の
言
葉
に
背
中
を
押
さ
れ
、
や
れ

ば
出
来
る
と
猛
勉
強
を
は
じ
め
ま
し
た
。

夏
休
み
は
１
日
12
時
間
も
机
に
向
か
う
日

も
あ
り
ま
し
た
が
、
中
学
の
教
科
書
が
全

く
わ
か
ら
ず
、
小
学
６
年
か
ら
や
り
直
し

ま
し
た
。
夏
休
み
明
け
の
全
校
実
力
テ
ス

ト
で
は
10
番
以
内
に
入
り
、
希
望
し
た
竹

台
高
校
に
も
合
格
で
き
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
芸
人
の
道
を
歩
み
出
し
た
の

で
す
が
、
先
生
の
「
お
前
は
、
や
れ
ば
出

来
る
」
の
言
葉
に
励
ま
さ
れ
た
、
と
語
っ

て
い
ま
す
。

マ
ル
チ
人
間
の
片
岡
鶴
太
郎
さ
ん
と
比

較
す
る
の
も
は
ば
か
ら
れ
ま
す
が
、
私
も

中
学
を
卒
業
す
る
と
き
、
90
人
全
員
に
そ

の
生
徒
の
3
年
間
を
観
察
し
て
感
じ
た
こ

と
を
、
短
冊
に
書
い
て
一
人
一
人
に
渡
し

て
く
れ
た
校
長
先
生
の
短
冊
が
あ
り
ま
す
。

書
家
で
も
あ
り
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
風
貌

の
校
長
先
生
が
私
に
下
さ
っ
た
短
冊
に
は

「
成
せ
ば
な
る
、
成
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
何
ご

と
も
、
成
ら
ぬ
は
人
の
成
さ
ぬ
な
り
け
り
」

で
す
。

私
は
生
意
気
に
も
、
井
上
春
平
先
生
は

私
の
こ
と
を
よ
く
見
て
い
る
な
あ
、
そ
の

通
り
と
感
心
し
ま
し
た
。

80
歳
に
な
っ
た
今
も
そ
の
呪
縛
か
ら
逃

れ
ら
れ
ず
、
自
分
は
努
力
し
な
い
人
間
だ
、

事
が
成
ら
な
い
の
は
自
分
が
努
力
し
な
い

か
ら
だ
と
、
自
分
を
責
め
続
け
て
い
ま
す
。

昭
和
28
年
中
学
卒
業
の
時
に
頂
い
た
校

長
先
生
の
短
冊
は
、

今
も
私
の
大
切
な
宝

物
で
す
。

先
輩
の
生
き
方
に
尊
敬

武
田

節
子

３
月
の
「
き
ら
ら
」
を
読
ん
で

「
プ
ラ
チ
ナ
の
会
」
と
い
う
、
新

し
い
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
ら
れ

た
先
輩
方
の
生
き
方
に
尊
敬
を
致

し
ま
し
た
。
人
生
百
年
の
時
代
に

向
か
っ
て
、
確
実
に
一
歩
ず
つ
進

ん
で
行
か
れ
る
そ
の
姿
。

そ
れ
に
比
べ
て
自
身
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
私
は
過
去
に
拘
ら
ず
、

反
省
し
次
の
参
考
に
し
よ
う
と
、

い
つ
も
自
分
に
目
を
向
け
て
い
る
。

ま
だ
ま
だ
先
輩
方
の
よ
う
に
、

広
い
世
界
に
目
を
向
け
る
心
を
持

ち
合
わ
せ
て
い
な
い
小
さ
な
私
で

す
。

春
が
来
た

花
粉
を
連
れ
て

挨
拶
に

お
帰
り
願
う
が

聞
き
入
れ
ら
れ
ず

東
口
正
男

２
月
に
開
い
た
誕
生
会
の
席
で
、

誕
生
月
の
東
口
正
男
さ
ん
が
、
即
興

で
披
露
し
た
川
柳
の
一
つ
で
す
。

*
「
お
ば
あ
さ
ん
」
呼
ば
れ

て
誰
も
ふ
り
む
か
ず

私
の
宝
３
（
最
終
回
）

矢板橋充子
つい最近、東京板橋西郵便局発信のハガキが舞い込みま

した。心当たりがないので辻井さんに相談したら、これは

詐欺ハガキですよと話しをされたので、他にも同じ物が来

ていないかと、皆さんにお知らせします。（下のハガキ）

差出人が誰か、何の契約不履行か、訴訟とは明らかに脅

かしなど、オカシイ、オカシイと思いました。



（８）第２５３号 き ら ら ２０１８．３．３０

しめじ３枚 キクラゲ乾20ｇ サラダ油大さじ

１.５ だし汁100㏄ 洒大さじ２ しょう油大さじ３．

５ みりん小さじ２ 梅干し２ヶ 針生姜適宜

①しめじは石ずきを切り、ほぐす。キクラ

ゲは水につけて戻レ固い部分を取り除く。

②鍋にサラダ油を入れて熟し、キクラゲ、しめじの順

に加えて炒め、洒を回しかけ、だし汁と醤油を加えて

煮る。

③煮詰まって来たところへ、刻んだ梅干しとみりんを

加え汁気が無くなるまで煮る。

④器に盛り、針生姜を天盛りにして出す。

材料

（矢板橋 充子）

作り方

支部日誌

２月27日(火)｢きらら｣編集･発行･連絡会
税金確定申告相談会

28日(水)スクエアステップ･みんなで唄う会
３月３日(土)｢きらら｣編集会議・国際女性デー

４日(日)山歩会「龍仙山」
５日(月)夢布の会
６日(火)６・９行動・白子駅西行動
７日(水)第11回組織部会(13:30白子コミセン）
８日(木)税金確定申告相談会
９日(金)第11回執行委員会(13時30分～ｼﾞｪﾌﾘｰ)
10日(土)女性部味噌づくり
11日(日)さよなら原発三重パレード
12日(月)3･13重税反対全国統一行動鈴亀集会
13日(火)史跡めぐりの会
14日(水)スクエアステップ･みんなで唄う会
15日(木)おしゃべりカフェ
16日(金)女性部世話役会・卓球を楽しもう
20日(火)東海ブロック支部交流集会
22日(木)グランドゴルフ
23日(金)県本部第29回定期大会
24日(土)プラチナの会
27日(火)史跡めぐりの会｢琵琶湖沿線の旅」
28日(水)スクエアステップ･みんなで唄う会
29日(木)山歩会「野登山」
30日(金)｢きらら｣編集･発行･連絡会

４月１日(日）山歩会 岐阜「鳩吹山」
２日(月)夢布の会
４日(水)第12回組織部会(13:30白子コミセン）
５日(木)音読の会
６日(金)第12回執行委員会(13時30分～ｼﾞｪﾌﾘｰ)
７日(土)｢きらら｣編集会議・史跡めぐりの会

花めぐる会「横輪桜」
９日(月)山歩会 神戸「摩耶山」
11日(水)スクエアステップ･みんなで唄う会

トラベルの会(仮)９時社福セ(係澤井）
12日(木)映画の会「北の桜守」
14日(土)女性部世話役会
17日(火)映画の会「追憶｝
18日(水)史跡めぐりの会・グランドゴルフ
19日(木)定期大会議案書製本･おしゃべりカフェ
20日(金)卓球を楽しもう
21日(土)｢きらら｣編集･発行･連絡会
25日(水)スクエアステップ･みんなで唄う会
27日(金)2018支部定期総会(午後 12:30受付）
28日(土)八十路の会

催
し
物
案
内

①
４
月
８
日
（
日
）
三
重
県
教
育
文
化
会
館

14
時
～

記
念
講
演

藤
森
俊
希
さ
ん

（
日
本
被
団
協
事
務
局
次
長
）

②
５
月
１
日
（
火
）
10
時
～
12
時

津
市
観
音
公
園

パ
レ
ー
ド
（
公
園
→
お
城
西
公
園
）

③
５
月
３
日
（
木
・
祝
）
10
時
～
12
時

弁
天
山
公
園
（
鈴
鹿
ハ
ン
タ
ー
南
）

ラ
イ
ブ
ー
い
し
だ
よ
う
こ

憲
法
の
話

芦
葉

甫
弁
護
士

は
じ
め

ピ
ー
ス
パ
レ
ー
ド
（
鼓
笛
隊
・
ぬ
い
ぐ
る
み
）

遊
び
の
テ
ン
ト
（
折
り
紙
・
綿
菓
子
・
バ
ル
ー

ン
ア
ー
ト
な
ど
）

④
５
月
25
日
（
金
）
11
時
30
分
～
14
時

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ
大
広
間

ヒ
バ
ク
シ
ャ
署
名
の
会

講
演
会

イラスト 樋口 出

しめじときくらげの
佃煮風

わたしのレシピ

《サークルへは乗る人も乗せる人も助け合いの心で気軽に乗り合わせて行きましょう。》

サークル掲示板
サークル名 サークル連絡先 次回例会

女性部サークル

山歩会 前田 純（℡ 374-4596） ４月１日(日)岐阜「鳩吹山」４月９日(月)「摩耶山」

グランドゴルフ 松田 二郎（℡ 374-3134） ４月18日(水)９:00～フラワーパーク(雨天４月20日)

卓球を楽しもう 桑原 篤（℡ 374-2894) ４月20日(金)13:30～白子コミセン２Fホール

史跡めぐりの会 谷口 茂（℡090-6610-3773) ４月７日(土)琵琶湖一周 ４月18日(水)会合

花をめぐる会 林 和代（℡ 382-4003） ４月７日(土)伊勢市「横輪桜」

音読の会 太田 和美（℡ 383-4545） ４月５日(木)10:00～ジェフリーすずか

映画の会 辻井 豊子（℡ 386-0529） ４月12日(木)11:25～イオン 4/17(火)｢追憶｣社福セ

おしゃべりカフェ 中川美代子（℡ 386-6883） ４月19日(木)13:30～ ジェフリーすずか

樋口みえ子（℡ 387-4889）

スクエアステップ 宮﨑ヨシ子（℡ 378-7510) ４月11・25日(水)10時～社福センター

みんなで唄う会 澤井 順子（℡ 378-6021） ４月11・25日(水)13時～社福センター

旅の会 辻井 豊子 (℡ 386-0529) 未定

夢布の会 佐藤 晴衣（℡ 378-6433） ４月２日(月)13時～ 200円 洋裁の用意 お手玉

八十路の会 辻井 豊子 (℡ 386-0529) ４月28日（土）13:30～ジェフリーすずか食の工房

三
重
県
中
央
メ
ー
デ
ー

ほ
ん
わ
か
ラ
イ
ブ
＆
ピ
ー
ス
ウ
オ
ー
ク

５
月
誕
生
会（
３
～
５
月
生
ま
れ
）


